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問
題
は
一
〇
〇
点
満
点
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

Ⅰ
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
解
答
に
句
読
点
等
の
記
号
が
あ
る
場
合
は
、
そ

れ
も
字
数
に
含
む
も
の
と
す
る
。（
五
四
点
）

ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
と
い
う
生
き
物
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
太
平
洋
岸
に
広
く
分
布
し
て
い
て
、

日
本
の
ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
く
、
体
長
は
七
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
に
な
る
。
薄
茶
色
の
表
皮
は
ぬ
め
ぬ
め

と
し
て
い
て
、
細
長
い
。
吸
盤
状
の
口
を
開
け
れ
ば
、「
ミ
ツ
バ
」
と
い
う
名
前
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ぎ
ざ
ぎ
ざ
し
た

歯
が
円
形
に
三
列
生
え
そ
ろ
う
。
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
は
そ
の
口
で
大
型
魚
の
横
っ
腹
に
食
い
つ
い
て
体
液
を
吸
う
。
顎

は
な
い
。
外
見
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
型
魚
へ
の
被
害
を
も
た
ら
す
魚
で
あ
る
か
ら
、
漁
師
た
ち
に
は
ひ
ど
く
嫌

わ
れ
る
。
実
際
に
、
大
西
洋
岸
に
生
息
す
る
類
似
種
の
ウ
ミ
ヤ
ツ
メ
は
、
河
川
・
湖
改
修
に
よ
っ
て
五
大
湖
周
辺
に

遡
上
す
る
よ
う
に
な
り
、
養
殖
場
の
サ
ケ
や
マ
ス
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、ⅰ
ク
ジ
ョ
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
る

く
ら
い
だ
。

だ
が
、Ｉ
太
平
洋
側
で
は
少
し
事
情
が
異
な
る
。
漁
師
は
漁
師
で
も
、
も
と
も
と
北
米
大
陸
に
長
ら
く
住
ん
で
き
た

先
住
民
族
の
漁
師
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
は
と
て
も
大
切
な
、
そ
し
て
何
よ
り
も
心
踊
る
獲
物
で
あ
る
。

そ
の
身
は
脂
が
た
っ
ぷ
り
と
の
っ
て
滋
養
が
あ
り
、
さ
ば
い
て
か
ら
串
に
刺
し
て
直
火
で
あ
ぶ
り
焼
き
に
し
て
も
、

い
ぶ燻

し
て
ス
モ
ー
ク
に
し
て
も
、
あ
ふ
れ
出
る
脂
と
弾
力
の
あ
る
独
特
の
食
感
が
あ
っ
て
美
味
だ
と
好
ま
れ
る
。
た
し

問
題
・
解
答

用
紙
番
号

33

の
解
答
用
紙
に
解
答
し
な
さ
い
。

国

語

〈
受
験
学
部
・
学
科
〉

3
科
目
型
受
験
者

法
学
部
、
国
際
学
部
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
現
代
社
会
学
部
、

理
工
学
部（
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
建
築
学
科
・
都
市
環
境
工
学
科
）、

農
学
部（
食
農
ビ
ジ
ネ
ス
学
科【
文
系
科
目
型
】）

2
科
目
型
受
験
者

法
学
部
、
国
際
学
部
、
経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
現
代
社
会
学
部
、

看
護
学
部
、
農
学
部（
食
農
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）
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か
に
、
ス
モ
ー
ク
さ
れ
た
身
を
も
ぐ
も
ぐ
と
嚙
め
ば
、
口
じ
ゅ
う
に
豊
か
な
脂
と
旨
味
が
広
が
り
、
飽
き
な
い
。
か

つ
て
は
、
一
家
族
で
一
晩
に
千
を
超
え
る
数
の
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
を
獲
っ
た
の
だ
と
い
う
。
昔
か
ら
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
は
、

質
・
量
と
も
に
兼
ね
備
え
た
、
大
切
な
栄
養
源
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
は
、
サ
ケ
と
な

ら
ぶ
存
在
と
し
て
先
住
民
族
に
大
事
に
さ
れ
て
き
た
。
カ
ナ
ダ
を
流
れ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
川
で
は
、
そ
の
年
の
サ
ケ
を

迎
え
る
フ
ァ
ー
ス
ト
・
サ
ー
モ
ン
と
呼
ば
れ
る
祭
事
と
同
様
に
、
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
を
迎
え
る
祭
事
を
設
け
て
い
る
先

住
民
族
集
団
も
い
る
ほ
ど
、
先
住
民
族
に
と
っ
て
は
、
生
活
を
昔
か
ら
支
え
て
き
た
重
要
な
食
料
な
の
だ
。

以
降
、
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
を
先
住
民
族
た
ち
の
言
い
方
に
倣
い
、「
ウ
ナ
ギ

(eel)

」
と
呼
ぼ
う
。
ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
と

呼
ん
で
い
た
の
で
は
、
彼
（
女
）
ら
が
大
事
に
し
て
い
る
感
覚
が
伝
わ
り
に
く
い
か
ら
だ
。
そ
の
う
え
で
、
こ
こ
で

は
、「
ウ
ナ
ギ
」
と
先
住
民
族
ユ
ロ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
関
わ
り
の
あ
り
方
を
描
き
な
が
ら
、
自
然
に
関
わ
る
伝
統
的
な

知
識
、
い
わ
ゆ
る
「
伝
統
的
（
土
着
的
）
生
態
学
知
識
」
が
、
ユ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
な
ぜ
重
要
で
、
ど
の
よ
う
な
理

由
か
ら
順
応
的
な
自
然
資
源
管
理
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

物
語
の
舞
台
は
、
ク
ラ
マ
ス
川
河
口
域
、
主
人
公
は
先
住
民
族
ユ
ロ
ッ
ク

(Y
u

rok)

で
あ
る
。
ク
ラ
マ
ス
川
は
、

オ
レ
ゴ
ン
州
の
ア
ッ
パ
ー
ク
ラ
マ
ス
湖
にⅱ
タ
ン
を
発
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
北
西
岸
で
海
へ
と
入
る
全
長
四
二

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
流
域
面
積
四
万
七
九
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
川
だ
。
河
口
域
は
レ
ッ
ド
ウ
ッ
ド
や

ダ
グ
ラ
ス
フ
ァ
ー
な
ど
の
大
き
な
木
々
を
抱
え
る
深
い
森
と
巨
大
な
エ
ル
ク
（
ア
メ
リ
カ
ア
カ
シ
カ
）
の
行
き
交
う

湿
地
、
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
や
ギ
ン
ザ
ケ
、「
ウ
ナ
ギ
」
な
ど
の
豊
か
な
水
産
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。
だ
が
同
時
に
、

か
ん
が
い

そ
の
資
源
と
、
水
と
地
形
が
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た
め
に
、
灌
漑
や
ダ
ム
の
建
設
が
進
み
、
川
の
形

は
二
〇
〇
年
の
間
に
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
き
た
。

ぎ
ょ
ろ
う

一
方
、
か
つ
て
は
北
西
岸
有
数
の
人
口
を
誇
っ
て
い
た
先
住
民
族
ユ
ロ
ッ
ク
は
、
狩
猟
・
漁
撈
文
化
の
担
い
手
と

し
て
、
そ
し
て
美
し
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
編
み
か
ご
）
文
化
の
担
い
手
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る

が
、
サ
ケ
資
源
を
め
ぐ
っ
て
、
州
や
連
邦
政
府
と
「
サ
ケ
戦
争

(F
ish

W
ar)

」
を
闘
っ
て
き
た
先
住
民
族
と
し
て

有
名
な
人
び
と
で
も
あ
る
。
そ
の
ユ
ロ
ッ
ク
は
、
移
入
者
た
ち
が
金
採
掘
の
夢
を
追
い
か
け
た
と
き
、
農
場
の
水
と

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
た
と
き
、
ま
た
は
サ
ケ
を
商
品
と
し
て
と
ら
え
た
と
き
、
あ
る
い
は
逆
に
自
然
保
護
の
対

象
と
し
て
と
ら
え
た
と
き
、
そ
の
時
々
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、

Ｘ

を
め
ぐ
る
他
者
と
の
争
い
に
身
を
置
い

て
き
た
。

争
い
の
渦
中
で
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
き
た
生
物
は
サ
ケ
で
あ
る
。
先
住
民
族
文
化
の
代
表
的
な
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
サ
ケ
は
、
常
に
ク
ラ
マ
ス
川
流
域
の
資
源
争
い
の
中
心
と
な
り
続
け
て
き
た
。

サ
ケ
に
比
べ
、「
ウ
ナ
ギ
」
は
、
先
住
民
族
以
外
に
は
と
こ
と
ん
受
け
の
悪
い
生
き
物
で
あ
る
。
自
然
保
護
で
も

資
源
管
理
で
も
そ
の
注
目
度
は
サ
ケ
に
遠
く
お
よ
ば
な
い
。

1

、
ユ
ロ
ッ
ク
の
傍
ら
で
過
ご
し
て
み
る
と
、

彼
（
女
）
ら
に
と
っ
て
、「
ウ
ナ
ギ
」
が
サ
ケ
に
匹
敵
す
る
ど
こ
ろ
か
、
と
き
に
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
意
味
を
持

つ
生
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
ウ
ナ
ギ
」
が
ユ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
持
つ
意
味
は
何
だ
ろ
う
。
実
は
、
先
に
述
べ
た
問
い
、
伝
統
的
（
土
着
的
）
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生
態
学
知
識
と
順
応
的
資
源
管
理
の
関
わ
り
、
そ
れ
が
ユ
ロ
ッ
ク
に
必
要
で
あ
る
理
由
へ
の
答
え
は
、「
ウ
ナ
ギ
」

に
潜
ん
で
い
る
。

そ
れ
で
は
ま
ず
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
得
た
言
葉
か
ら
、
ク
ラ
マ
ス
川
の
ユ
ロ
ッ
ク
と
「
ウ
ナ

ギ
」
の
関
係
を
見
て
み
よ
う
。
後
ほ
ど
学
問
的
な
文
脈
を
て
い
ね
い
に
追
い
か
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
は
物

語
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

早
春
、
ク
ラ
マ
ス
川
に
は
、
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
や
っ
て
く
る
。
日
本
の
ワ
カ
サ
ギ
に
も
似
た
こ
の
魚
は
、

長
い
冬
が
明
け
て
春
が
来
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
魚
だ
。
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
導
か
れ
る
よ
う
に
、
キ
ン
グ

サ
ー
モ
ン
（
和
名
マ
ス
ノ
ス
ケ
）
が
、
四
月
か
ら
七
月
の
間
に
遡
上
す
る
。
春
の
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
は
、
ユ
ロ
ッ
ク

に
と
っ
て
、
四
月
に
行
う
フ
ァ
ー
ス
ト
・
サ
ー
モ
ン
の
儀
式
に
見
合
う
、
真
の
サ
ケ
で
あ
る
。
フ
ァ
ー
ス
ト
・
サ
ー

モ
ン
の
儀
式
こ
そ
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
現
在
で
も
彼
（
女
）
ら
に
と
っ
て
特
別
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

夏
は
チ
ョ
ウ
ザ
メ
。
ク
ラ
マ
ス
川
に
は
、
シ
ロ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
と
ミ
ド
リ
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
二
種
類
が
遡
上
す
る
。
現

在
で
は
、
そ
の
姿
は
あ
ま
り
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
漁
師
た
ち
は
嘆
く
。

秋
に
は
再
び
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
が
の
ぼ
る
。
早
い
も
の
は
六
月
頃
か
ら
上
流
に
向
か
い
始
め
る
。
一
一
月
後
半
か

ら
は
ギ
ン
ザ
ケ
が
、
ま
た
ス
チ
ー
ル
ヘ
ッ
ド
（
降
海
型
ニ
ジ
マ
ス
）
が
一
月
終
わ
り
ま
で
産
卵
の
た
め
に
遡
上
し
て

く
る
。
サ
ケ
の
姿
が
な
く
な
る
と
、「
ウ
ナ
ギ
」
が
や
っ
て
き
て
、
ユ
ロ
ッ
ク
の
胃
袋
を
満
た
す
。
寒
い
冬
を
「
ウ

ナ
ギ
」
と
越
え
る
と
、
再
び
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
や
っ
て
き
て
、
春
を
告
げ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
一
年
を
通
じ
て
、
ユ
ロ
ッ
ク
の
食
を
支
え
る
魚
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
ク
ラ
マ
ス
川
に
や
っ

て
く
る
。
漁
具
・
漁
場
の
準
備
か
ら
、
獲
っ
て
保
存
食
品
に
す
る
ま
で
、
そ
の
一
連
の
過
程
に
と
も
な
う
、
贈
与
を

通
じ
た
社
会
関
係
の
構
築
やⅲ
ギ
レ
イ
な
ど
の
文
化
的
な
営
み
が
、
長
い
間
ユ
ロ
ッ
ク
の
生
活
文
化
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ク
ラ
マ
ス
川
流
域
は
、
こ
の
一
〇
〇
年
ほ
ど
の
間
に
大
き
く
姿
を
変
え
て
き
た
。
あ
ら
ゆ
る
意

味
で
象
徴
的
な
の
が
、
二
〇
〇
二
年
の
「
ク
ラ
マ
ス
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
キ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
出
来
事
で
あ
る
。
同
年

八
月
最
後
の
週
、
続
く
九
月
最
初
の
週
、
ク
ラ
マ
ス
川
の
河
口
か
ら
約
五
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
、
文
字
ど

お
り
、
悪
夢
の
よ
う
な
光
景
が
広
が
っ
た
。

「
岸
を
歩
い
て
も
歩
い
て
も
、
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
死
ん
だ
魚
だ
ら
け
だ
っ
た
。
こ
ん
な
に
大
き
い
や
つ
ま
で
、

転
が
っ
て
い
た
。
毒
だ
よ
、
川
が
毒
さ
れ
た
。
そ
し
て
魚
た
ち
を
殺
し
た
」

約
三
万
三
〇
〇
〇
匹
の
サ
ケ
類
が
死
ん
だ
と
い
わ
れ
る
こ
の
出
来
事
を
語
る
と
き
、
ユ
ロ
ッ
ク
の
長
老
で
有
名
な

漁
師
の
Ｓ
さ
ん
は
い
つ
で
も
、Ⅱ
何
度
も
「
川
が
毒
さ
れ
た
か
ら
だ
」
と
繰
り
返
す
。
魚
類
の
直
接
的
な
死
因
の
多
く

は
、
カ
ラ
ム
ナ
リ
ス
病
と
白
点
病
だ
っ
た
が
、
大
量
死
を
招
い
た
原
因
は
、
明
ら
か
に
、
上
部
に
あ
る
ア
イ
ア
ン
・

ゲ
ー
ト
・
ダ
ム
が
上
流
の
農
家
の
水
利
用
の
た
め
に
上
流
で
水
を
せ
き
止
め
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
水
量

の
減
少
と
水
温
の
上
昇
、
水
質
の
汚
濁
な
ど
が
複
合
的
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
の
だ
。

「
毒
さ
れ
た
」
と
Ｓ
さ
ん
が
語
る
と
き
、
そ
れ
は
単
な
る
「
汚
染
」
を
意
味
し
な
い
。

ユ
ロ
ッ
ク
は
、
一
八
五
一
年
に
米
国
の
連
邦
政
府
と
友
好
条
約
を
結
び
え
た
居
留
地
（
＝
公
的
に
自
分
た
ち
の
土
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地
と
認
め
ら
れ
、
自
治
権
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
地
域
）
を
、
一
八
六
一
年
か
ら
六
二
年
の
冬
に
起
き
た
大
洪
水
に

と
も
な
う
避
難
を
き
っ
か
け
に
失
っ
た
。
同
時
期
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
鉱
山
開
発
は
川
を
汚
染
し
、
商
業

漁
業
者
に
よ
る
漁
業
資
源
の
乱
獲
、ⅳ
バ
ッ
サ
イ
企
業
に
よ
る
森
林
の
私
有
化
も
進
ん
だ
。
上
流
部
の
白
人
入
植
者
た

ち
の
た
め
に
、
一
八
八
二
年
か
ら
始
ま
っ
た
大
規
模
な
農
業
用
の
灌
漑
事
業
は
、
流
域
に
大
小
一
〇
を
超
え
る
ダ
ム

をｖ
ゾ
ウ
セ
イ
し
、
流
域
全
体
の
水
量
と
川
の
形
を
変
え
た
。
ダ
ム
建
設
は
、
沿
岸
域
に
お
け
る
ト
ロ
ー
ル
船
漁
に
よ

る
漁
獲
圧
の
高
ま
り
と
同
様
、
後
の
サ
ケ
を
は
じ
め
と
す
る
遡
河
性
魚
類
減
少
の
主
要
な
一
因
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

「
毒
さ
れ
た
」
と
い
う
言
葉
は
、
白
人
移
住
者
が
現
れ
て
以
来
、
土
地
と
自
然
資
源
利
用
の
権
利
を
「
合
法
的
に
」

奪
わ
れ
、
白
人
移
住
者
に
よ
る
利
用
を
優
先
す
る
形
に
流
域
が
改
変
さ
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
の
歴
史
的
経
緯
ゆ
え
の

「
汚
染
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
方
、
ク
ラ
マ
ス
川
流
域
は
、
白
人
移
入
者
に
よ
る
開
発
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
、「
自
然
保
護
」
運
動
の
熱
心

な
対
象
で
も
あ
っ
た
。
と
く
に
、
一
九
二
〇
年
代
に
な
る
と
、
サ
ケ
資
源
は
大
き
く
減
少
し
、
そ
の
資
源
を
め
ぐ
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
団
体
や
自
然
保
護
団
体
、
自
然
資
源
管
理
者
と
し
て
の
連
邦
・
州
政
府
は
、
ユ
ロ
ッ
ク

ら
流
域
に
居
住
す
る
先
住
民
族
た
ち
と
大
き
く
対
立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ユ
ロ
ッ
ク
は
居
留
地
を
失
っ
て
も
、
生
活
の
場
で
あ
る
流
域
に
戻
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
そ
し
て
変
わ
ら
ず
に
サ

ケ
や
「
ウ
ナ
ギ
」
を
獲
り
、
エ
ル
ク
（
ア
メ
リ
カ
ア
カ
シ
カ
）
を
狩
っ
て
生
活
し
て
い
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
他
の
資

源
利
用
者
や
連
邦
や
州
な
ど
の
資
源
管
理
主
体
に
と
っ
て
は
、「
違
法
行
為
」
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
っ
た
。

数
多
く
の
ユ
ロ
ッ
ク
の
人
び
と
が
逮
捕
さ
れ
、
そ
れ
で
も
漁
撈
と
狩
猟
を
繰
り
返
し
た
。
転
機
を
生
ん
だ
の
は
、

何
度
と
な
く
逮
捕
さ
れ
て
い
た
あ
る
ユ
ロ
ッ
ク
の
若
者
が
、
漁
業
権
を
求
め
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
漁
業
狩
猟
局
と

争
っ
た
一
連
の
裁
判
と
、
一
九
七
三
年
に
出
た
判
決
だ
っ
た
。
そ
の
判
決
内
容
は
、
元
居
留
地
の
土
地
を
実
質
的
に

ユ
ロ
ッ
ク
の
土
地
で
あ
る
と
認
め
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
の
判
決
を
受
け
、
ユ
ロ
ッ
ク
の
人
び
と
は
、
刺
し
網
漁
を
再
開
し
た
。

だ
が
、
激
減
し
た
サ
ケ
の
資
源
管
理
を
試
み
て
い
た
連
邦
や
州
政
府
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
や
自
然
保
護
派

の
人
び
と
は
、
ユ
ロ
ッ
ク
の
行
為
を
違
法
と
み
な
し
、
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。
ユ
ロ
ッ
ク
の
経
験
と
知
恵
に
も

と
づ
い
た
漁
獲
量
・
時
期
の
調
整
な
ど
、
漁
獲
の
自
主
規
制
を
主
と
し
た
ユ
ロ
ッ
ク
な
り
の
「
資
源
管
理
」
の
正
統

性
（
レ
ジ
テ
ィ
マ
シ
ー
）
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
主
張
の
食
い
違
い
は
激
し
さ
を
増
し
、
一
九
七
八
年
に
つ
い
に

両
者
は
激
し
く
衝
突
し
た
。「Ⅲ
サ
ケ
戦
争

(F
ish

W
ar)

」
と
呼
ば
れ
る
争
い
で
あ
る
。
ボ
ー
ト
で
網
を
か
け
る
ユ

ロ
ッ
ク
は
銃
を
向
け
ら
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
。

サ
ケ
戦
争
は
連
邦
・
州
政
府
に
ユ
ロ
ッ
ク
の
先
住
民
族
権
に
つ
い
て
目
を
向
け
さ
せ
る
と
同
時
に
、
ユ
ロ
ッ
ク
の

人
び
と
を
政
治
化
し
、
居
留
地
返
還
に
至
る
大
き
な
契
機
を
生
ん
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
背
景
に
は
、
六
〇
年
代
以
降
、

米
国
に
広
が
っ
て
い
た
先
住
民
族
運
動
の
影
響
も
色
濃
い
。

最
終
的
に
ユ
ロ
ッ
ク
が
居
留
地
を
取
り
戻
し
た
の
は
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
三
一
日
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
九
三

年
、
ユ
ロ
ッ
ク
は
先
住
民
族
政
府
と
し
て
憲
法
を
制
定
し
、
名
実
と
も
に
先
住
民
族
政
府
が
承
認
さ
れ
た
。
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こ
の
一
連
の
出
来
事
の
間
に
、
ユ
ロ
ッ
ク
は
流
域
資
源
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
、
資
源
管
理
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
と

実
践
の
た
め
に
、
数
多
く
の
自
然
科
学
者
を
雇
う
よ
う
に
な
っ
た
。

2

現
在
で
は
、
ユ
ロ
ッ
ク
先
住
民
族

政
府
の
漁
業
局
は
、
全
体
の
漁
獲
を
統
括
す
る
漁
獲
管
理
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ロ
ウ
ア
ー
・
ク
ラ
マ
ス
川
、
ト
リ
ニ

テ
ィ
川
、
ク
ラ
マ
ス
川
の
各
部
局
に
そ
れ
ぞ
れ
自
然
科
学
者
を
複
数
抱
え
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
漁
獲
管
理
を
自
分
た

ち
で
行
っ
て
い
る
。

と
く
に
サ
ケ
資
源
に
つ
い
て
は
、
科
学
的
知
識
と
技
術
を
導
入
し
な
が
ら
、
人
び
と
の
生
活
を
支
え
る
だ
け
の
漁

獲
は
で
き
る
よ
う
、
細
か
く
漁
期
や
漁
法
・
漁
獲
量
を
定
め
、
順
応
的
資
源
管
理
を
行
っ
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
二
〇
一
一
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
漁
獲
制
限
を
み
て
み
よ
う
。
春
に
遡
上
す
る
キ
ン
グ
サ
ー
モ

ン
に
関
し
て
い
え
ば
、

Ｙ

目
的
の
漁
獲
は
一
切
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
各
人
、
自
家
消
費
す
る
分
は
認
め

ら
れ
る
。
キ
ン
グ
サ
ー
モ
ン
は
週
に
一
〇
匹
、
同
じ
ユ
ロ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
か
、
そ
の
他
の
先
住
民
族
に
贈
与
・

物
々
交
換
す
る
分
と
し
て
の
み
、
獲
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
市
場
は
介
さ
ず
、
自
分
た
ち
の
生
計

や
贈
与
を
軸
と
す
る
ユ
ロ
ッ
ク
内
部
の
社
会
関
係
を
支
え
る
た
め
の
漁
獲
の
み
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
科
学
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
、
こ
れ
ま
で
の
漁
師
の
経
験
や
言
い
伝
え
の
聞
き
取
り
調
査
を
照
合
し
た

サ
ケ
の
生
態
の
詳
細
な
調
査
に
も
と
づ
き
、
産
卵
場
所
の
保
護
や
環
境
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
自
分
た
ち
が
利
用
す
る
資
源
の
確
保
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
連
邦
や
州
に
対
し
、
自
分
た
ち
こ
そ
が
ク

ラ
マ
ス
川
流
域
の
自
然
資
源
の
利
用
者
と
し
て
、
土
地
の
所
有
者
と
し
て
正
統
性
を
持
ち
、
資
源
管
理
を
的
確
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
行
為
主
体
で
あ
る
、
と
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

一
方
的
な
開
発
と
自
然
保
護
の
ま
な
ざ
し
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
ユ
ロ
ッ
ク
は
、
こ
う
し
て
、
み
ず
か
ら
が
資
源
管

理
の
主
体
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
と
他
者
に
示
し
、
先
住
民
族
権
を
守
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。

順
応
的
資
源
管
理
が
ユ
ロ
ッ
ク
社
会
の
な
か
で
重
要
な
位
置
づ
け
を
占
め
る
と
、
サ
ケ
と
「
ウ
ナ
ギ
」、
そ
れ
ぞ

れ
と
ユ
ロ
ッ
ク
の
関
わ
り
の
間
に
変
化
が
生
じ
た
。
今
の
ユ
ロ
ッ
ク
と
「
ウ
ナ
ギ
」
の
関
わ
り
を
見
な
が
ら
そ
の
変

化
を
と
ら
え
て
み
よ
う
。

冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
ユ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
「
ウ
ナ
ギ
」
は
特
別
な
生
き
物
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
現
在
、

「
ウ
ナ
ギ
」
も
ま
た
ユ
ロ
ッ
ク
先
住
民
族
政
府
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
下
に
あ
る
が
、
漁
獲
に
つ
い
て
は
、
サ
ケ
と
は
異

な
り
、
河
口
域
で
の
イ
ー
ル
フ
ッ
ク
を
使
う
漁
で
あ
れ
ば
、
禁
止
時
期
は
な
く
、
量
も
制
限
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
、
一
月
が
く
る
と
、
男
た
ち
は
イ
ー
ル
フ
ッ
ク
を
持
っ
て
出
か
け
て
い
く
。

二
月
の
初
め
、
ク
ラ
マ
ス
川
の
河
口
域
を
訪
れ
る
と
、
焚
き
火
に
人
び
と
が
手
を
か
ざ
し
て
集
ま
っ
て
い
る
。
一

つ
の
焚
き
火
に
、
家
族
と
そ
の
縁
者
が
集
ま
り
、
な
に
ご
と
か
を
話
し
た
り
、
炎
を
見
た
り
。
そ
こ
か
ら
海
岸
線
近

く
に
目
を
や
る
と
、
防
寒
具
と
つ
な
ぎ
に
身
を
包
ん
だ
男
性
た
ち
が
、
イ
ー
ル
フ
ッ
ク
を
持
っ
て
波
打
ち
ぎ
わ
に

立
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
そ
の
姿
は
か
な
り
寒
そ
う
だ
。

長
い
間
、
男
た
ち
は
動
か
な
い
。
彫
像
の
よ
う
に
立
っ
て
、
打
ち
寄
せ
る
波
を
見
て
い
る
。

だ
が
そ
の
う
ち
、
不
意
に
一
人
が
動
く
。
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素
早
く
駆
け
て
、
フ
ッ
ク
を
ふ
う
っ
と
振
り
か
ぶ
り
、
ぱ
っ
と
上
に
あ
げ
る
と
、
長
い
も
の
が
そ
の
先
に
ひ
っ
か

か
っ
て
い
る
。

「
ウ
ナ
ギ
」
だ
。

ゆ
っ
く
り
と
浜
辺
に
戻
っ
て
く
る
と
、
焚
き
火
の
周
り
に
い
た
人
に
「
ウ
ナ
ギ
」
を
見
せ
な
が
ら
、
袋
の
な
か
に

し
ま
い
こ
む
。
彼
が
広
げ
た
袋
の
な
か
に
は
、
そ
の
日
に
獲
れ
た
「
ウ
ナ
ギ
」
が
、
に
ょ
ろ
り
に
ょ
ろ
り
と
腹
を
見

せ
て
い
る
。

再
び
海
岸
線
を
見
る
と
、
今
度
は
別
の
若
者
が
イ
ー
ル
フ
ッ
ク
を
持
っ
て
振
り
か
ぶ
り
、
波
に
向
か
っ
て
い
く
。

鈍
い
灰
色
の
雲
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
波
打
ち
ぎ
わ
で
、
漁
は
続
く
。

獲
る
、
と
い
う
行
為
の
お
も
し
ろ
さ
が
惹
き
つ
け
る
の
か
、Ⅳ「
ウ
ナ
ギ
」
漁
に
は
若
者
も
多
い
。

獲
っ
た
「
ウ
ナ
ギ
」
は
家
で
さ
ば
か
れ
る
。
さ
ば
き
方
に
も
コ
ツ
が
い
る
。
ユ
ロ
ッ
ク
の
長
老
Ｓ
さ
ん
の
家
に
来

て
い
た
、
別
の
長
老
Ｄ
さ
ん
の
孫
、
Ｃ
さ
ん
（
二
〇
代
、
男
性
）
は
、
鮮
や
か
な
手
さ
ば
き
で
さ
ば
き
な
が
ら
、

「
ま
だ
ま
だ
だ
」
と
言
う
。
ユ
ロ
ッ
ク
の
若
者
世
代
の
間
で
一
番
の
腕
だ
と
い
わ
れ
る
Ｃ
さ
ん
は
こ
の
日
、
少
し
浮

か
な
い
顔
を
し
て
い
た
。

隣
に
い
た
Ｃ
さ
ん
の
友
人
の
Ｅ
さ
ん
（
二
〇
代
、
男
性
）
が
、「
こ
い
つ
は
こ
の
前
、
Ｓ
さ
ん
に
も
ら
っ
た
イ
ー

ル
フ
ッ
ク
を
流
し
ち
ま
っ
た
ん
だ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

聞
け
ば
、
そ
の
フ
ッ
ク
は
、
成
人
の
お
祝
い
に
Ｓ
さ
ん
が
彫
刻
と
模
様
入
れ
を
施
し
て
く
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
が

も
ら
え
る
の
は
、
漁
師
と
し
て
将
来
性
を
持
っ
て
い
る
証
な
の
だ
と
い
う
。

な
る
ほ
ど
、
と
い
つ
も
Ｓ
さ
ん
が
座
っ
て
い
る
安
楽
椅
子
の
上
を
見
る
と
、
た
く
さ
ん
の
イ
ー
ル
フ
ッ
ク
が
誇
ら

し
げ
に
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
た
。
き
れ
い
に
彫
刻
と
模
様
が
施
さ
れ
、
優
美
な
カ
ー
ブ
を
描
い
て
い
る
。

Ｓ
さ
ん
に
聞
け
ば
、
そ
の
よ
う
な
イ
ー
ル
フ
ッ
ク
へ
の
彫
刻
と
模
様
入
れ
を
始
め
た
の
は
、
Ｓ
さ
ん
が
初
め
て
だ

と
い
う
。

Ｃ
さ
ん
が
、「
ち
ゃ
ん
と
漁
が
う
ま
く
な
っ
て
、
ま
た
Ｓ
さ
ん
に
フ
ッ
ク
を
も
ら
え
る
よ
う
に
、
自
分
で
も
作
れ

る
よ
う
に
修
行
し
な
い
と
」
と
肩
を
す
く
め
て
残
念
そ
う
に
言
っ
た
。
Ｓ
さ
ん
は
何
も
言
わ
ず
に
パ
イ
プ
か
ら
煙
を

ぷ
か
り
。
聞
こ
え
て
い
る
だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
反
応
は
し
な
い
。

Ｃ
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
Ｅ
さ
ん
と
出
か
け
る
か
ら
、
今
日
は
帰
る
」
と
言
う
。
Ｓ
さ
ん
は
軽
く
う
な
ず
く
。
私

が
「「
ウ
ナ
ギ
」
は
ど
う
す
る
の
？
」
と
聞
く
と
、
四
匹
は
オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
て
食
べ
、
後
の
残
り
は
ス
モ
ー
ク
ハ

ウ
ス
で
燻
し
て
か
ら
瓶
詰
め
に
す
る
と
言
う
。

家
か
ら
出
て
い
く
ま
ぎ
わ
、
Ｃ
さ
ん
は
や
っ
ぱ
り
少
し
残
念
そ
う
に
、
Ｓ
さ
ん
が
座
っ
て
い
る
椅
子
の
上
の
、

イ
ー
ル
フ
ッ
ク
を
ち
ら
り
と
眺
め
た
。

実
は
、「
ウ
ナ
ギ
」
を
め
ぐ
る
一
連
の
話
は
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
つ
は
、「
ウ
ナ
ギ
」
漁
の
周
囲
に
は
人
が
集
ま
る
こ
と
。
と
く
に
、「
ウ
ナ
ギ
」
漁
に
関
し
て
知
識
と
技
術
を
持

ち
、
フ
ッ
ク
を
芸
術
的
に
作
り
上
げ
る
長
老
の
周
り
に
は
、
親
類
縁
者
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
た
ち
が
集
ま
る
。
そ
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し
て
、
話
を
聞
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
。

安
楽
椅
子
の
前
で
始
ま
る
の
は
、
別
に
「
ウ
ナ
ギ
」
釣
り
の
話
だ
け
で
は
な
い
。
先
住
民
族
の
重
要
な
祭
事
、
た

と
え
ば
子
ど
も
の
成
長
と
長
命
を
願
う
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
の
話
や
踊
り
指
導
、
昔
の
親
戚
の
話
、
彼
（
女
）
ら
か

ら
聞
い
た
昔
の
ユ
ロ
ッ
ク
の
生
活
の
話
。
繰
り
広
げ
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
か
な
り
の
確
率
で
流
域
の
話
が

ま
じ
る
。
だ
か
ら
Ｃ
さ
ん
は
言
う
。

「
こ
う
や
っ
て
Ｓ
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
い
る
と
、
ち
ょ
っ
と
釣
り
の
ヒ
ン
ト
み
た
い
な
も
の
が
わ
か
る
。
も
ち

ろ
ん
直
接
は
教
え
て
も
ら
え
な
い
け
れ
ど
、
川
の
流
れ
の
ク
セ
と
か
。
そ
れ
か
ら
、
も
っ
と
大
切
だ
と
思
う
の

は
、
サ
ケ
戦
争
の
こ
と
、
昔
の
川
の
こ
と
、
し
き
た
り
の
こ
と
。（
そ
の
よ
う
な
話
を
受
け
継
ぐ
の
は
）
次
は

お
れ
た
ち
の
番
だ
と
思
う
か
ら
」

「
ウ
ナ
ギ
」
の
周
囲
に
は
、
流
域
の
知
恵
や
知
識
な
ど
、
伝
統
的
（
土
着
的
）
生
態
学
知
識
を
伝
え
聞
く
た
め
の

対
話
空
間
が
で
き
あ
が
る
。
も
ち
ろ
ん
、
と
も
に
漁
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
そ
の
知
識
や
技
術
は
文
字
ど
お
り
、
身

に
つ
い
て
い
く
。

も
う
一
つ
重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
関
係
性
が
、
ユ
ロ
ッ
ク
内
部
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
と
い
う
こ

と
だ
。
長
老
に
敬
意
が
集
ま
り
、
ユ
ロ
ッ
ク
の
文
化
が
引
き
継
が
れ
、
同
時
に
ユ
ロ
ッ
ク
成
員
同
士
の
つ
な
が
り
が

保
た
れ
る
。

「
ウ
ナ
ギ
」
は
、
ユ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
不
可
欠
な
伝
承
と
敬
意
の
社
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
重
要
な
生
物

な
の
で
あ
る
。

（
福
永
真
弓
「
自
然
資
源
管
理
を
め
ぐ
る
サ
ケ
と
「
ウ
ナ
ギ
」
の
有
象
無
象
」
一
部
改
変
）

問
一

波
線
部
ⅰ
〜
ⅴ
の
カ
タ
カ
ナ
を
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

問
二

空
欄

1

・

2

に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び

な
さ
い
。

1

ア

だ
が

2

ア

し
か
し

イ

し
た
が
っ
て

イ

お
そ
ら
く

ウ

さ
ら
に

ウ

そ
し
て

エ

そ
こ
で

エ

む
し
ろ
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問
三

空
欄

Ｘ

・

Ｙ

に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び

な
さ
い
。

Ｘ

ア

ダ
ム
の
建
設
と
灌
漑

Ｙ

ア

生
態
系
保
護

イ

資
源
の
利
用
と
所
有

イ

趣
味

ウ

ウ
ナ
ギ
の
漁
獲
権

ウ

商
業

エ

流
域
の
生
態
系

エ

研
究

問
四

傍
線
部
Ⅰ
「
太
平
洋
側
で
は
少
し
事
情
が
異
な
る
」
と
あ
る
が
、
太
平
洋
側
の
先
住
民
族
の
漁
師
に
と
っ
て

ミ
ツ
バ
ヤ
ツ
メ
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
か
。
次
の
ア
〜
オ
の
う
ち
か
ら
、
適
切
な
も
の
を
二
つ
選
び
な
さ

い
。

ア

大
型
魚
に
被
害
を
与
え
る
た
め
漁
師
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
る
。

イ

生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
の
貴
重
な
商
品
で
あ
る
。

ウ

栄
養
源
で
あ
り
祭
事
の
対
象
で
も
あ
る
。

さ
ま
つ

エ

ユ
ロ
ッ
ク
の
漁
撈
文
化
の
中
で
は
些
末
な
存
在
で
あ
る
。

オ

あ
ぶ
る
と
あ
ふ
れ
出
る
脂
と
食
感
が
美
味
で
あ
る
。

問
五

傍
線
部
Ⅱ
「
何
度
も
「
川
が
毒
さ
れ
た
か
ら
だ
」
と
繰
り
返
す
」
と
あ
る
が
、
Ｓ
さ
ん
が
そ
の
よ
う
に
語
る

背
景
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
ア
〜
オ
の
う
ち
か
ら
、
適
切
で
な
い
も
の
を
一
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

大
規
模
な
灌
漑
事
業
に
伴
う
河
川
の
変
形

イ

ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
団
体
に
よ
る
過
度
な
漁
獲

ウ

ダ
ム
が
せ
き
止
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
水
量
の
減
少
と
水
質
の
悪
化

エ

白
人
移
住
者
に
よ
る
流
域
内
の
「
合
法
的
」
な
土
地
所
有

オ

ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
伴
う
鉱
山
開
発
に
よ
る
川
の
汚
染
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問
六

傍
線
部
Ⅲ
「
サ
ケ
戦
争

(F
ish

W
ar)

」
を
め
ぐ
る
出
来
事
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
ア
〜
オ
の
う
ち
か
ら
、

適
切
な
も
の
を
二
つ
選
び
な
さ
い
。

ア

ユ
ロ
ッ
ク
の
経
験
と
知
恵
に
よ
る
資
源
管
理
と
科
学
者
の
資
源
管
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
相
違
が
生
じ
た
。

イ

ユ
ロ
ッ
ク
は
土
地
の
所
有
者
と
し
て
正
統
性
を
持
つ
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
サ
ケ
の
順
応
的
資
源
管
理
を

行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ウ

開
発
に
よ
る
河
川
の
変
形
や
水
質
汚
染
と
と
も
に
サ
ケ
の
漁
獲
量
が
減
少
し
た
結
果
、
ユ
ロ
ッ
ク
の
生
活

が
困
窮
し
、
生
活
改
善
を
求
め
た
運
動
が
始
ま
っ
た
。

エ

連
邦
・
州
政
府
に
よ
る
漁
獲
量
調
整
と
伝
統
的
な
ユ
ロ
ッ
ク
の
経
験
・
知
恵
に
よ
る
資
源
管
理
手
法
が
対

立
し
た
。

オ

ユ
ロ
ッ
ク
が
流
域
に
居
留
す
る
権
利
は
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
連
邦
政
府
や
ス
ポ
ー
ツ
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
団
体
が
そ
れ
に
反
発
し
、
居
留
権
に
関
す
る
主
張
の
食
い
違
い
が
激
化
し
た
。

問
七

傍
線
部
Ⅳ
「「
ウ
ナ
ギ
」
漁
に
は
若
者
も
多
い
」
と
あ
る
が
、
ユ
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
若
者
と
長
老
が
関
わ
る

「
ウ
ナ
ギ
」
漁
は
栄
養
源
の
獲
得
の
他
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
五

十
字
以
内
で
ま
と
め
な
さ
い
。
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Ⅱ
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。
な
お
、
解
答
に
句
読
点
等
の
記
号
が
あ
る
場
合
は
、
そ

れ
も
字
数
に
含
む
も
の
と
す
る
。（
四
六
点
）

日
露
和
親
条
約
（
一
八
五
五
年
）
を
起
点
と
し
て
も
一
世
紀
半
以
上
に
わ
た
る

漂
流
民
な
ど
非
公
式
の
も
の

ま
で
含
め
れ
ば
、
さ
ら
に
長
い
歴
史
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
が

日
露
の
交
流
の
中
で
、
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
は

ロ
シ
ア
に
お
い
て
様
々
に
描
か
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
日
本
に
関
し
作
家
が
記
し
た
最
初
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
は
、

イ
ヴ
ァ
ン
・
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
ー
フ
の
紀
行
文
『
フ
レ
ガ
ー
ト
艦
パ
ル
ラ
ダ
号
』（1855−57

）
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に

は
、
非
人
間
的
な
風
貌
と
劣
っ
た
文
化
を
持
つ
野
蛮
人
と
し
て
の
〈
日
本
人
〉
が
登
場
す
る
。
そ
の
テ
ク
ス
ト
か
ら

は
、
西
洋
中
心
主
義
的
な
優
越
感
に
よ
り
、
異
文
化
と
し
て
の
東
洋
を
劣
位
に
位
置
づ
け
蔑
視
す
る
視
線
が
容
易
に

浮
か
び
上
が
る
。

こ
の
他
、
文
学
テ
ク
ス
ト
に
表
象
さ
れ
る
日
本
人
は
、
概
ね
〈
異
質
〉
な
も
の
へ
の
過
度
な
賛
美
な
い
し
嫌
悪
を

基
調
に
、
様
々
な
修
辞
が
用
い
ら
れ
形
作
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
具
象
は
、
テ
ク
ス
ト
の
執
筆
時
や
発
表
時
の
作
家
を

取
り
巻
く
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
り
多
様
化
が
促
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
根
底
に
は
、
繊
細
か
つ
優
美
な
〈
ム
ス
メ
〉

（
ゲ
イ
シ
ャ
）
と
高
貴
で
野
蛮
な
〈
サ
ム
ラ
イ
〉
と
い
う
、
西
欧
近
代
文
学
に
顕
著
な
二
種
の
典
型
が
、
ロ
シ
ア
に

お
い
て
も
生
き
続
け
て
い
る
樣
子
が
う
か
が
え
る
。

こ
こ
で
は
、
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
の
文
学
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
日
本
人
表
象
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト

時
代
の
Ｖ
・
ピ
ー
ク
リ
の
大
衆
的
な
歴
史
小
説
「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」
を
例
に
と
り
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ム

ス
メ
」
と
「
サ
ム
ラ
イ
」
の
分
析
を
通
し
て
、
ロ
シ
ア
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
、

こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
日
本
人
表
象
が
、
現
在
の
ロ
シ
ア
文
学
で
は
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て

も
言
及
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
展
望
を
示
す
。

作
者Ａ
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ン
・
サ
ー
ヴ
ィ
チ
・
ピ
ー
ク
リ
（1928−90

）
は
保
守
派
の
歴
史
小
説
家
で
あ
り
、
主
に
一
九

六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
そ
の
作
家
活
動
を
展
開
す
る
中
で
、
戦
争
物
や
冒
険
物
の
ジ
ャ
ン
ル
を
中
心
に
、

い
わ
ゆ
る

数
多
く
の
長
篇
・
中
篇
小
説
や
小
品
を
残
し
た
。
八
〇
年
代
に
は
所
謂
ピ
ー
ク
リ
・
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
作
家
と
し
て
の
一
時
代
を
築
い
た
。

だ
が
、
こ
う
し
た
広
範
な
読
者
層
の
獲
得
に
も
拘
ら
ず
、
ロ
シ
ア
で
与
え
ら
れ
る
評
価
は
決
し
て
高
く
は
な
い
。

ピ
ー
ク
リ
の
作
風
は
、
自
ら
掘
り
起
こ
し
た
帝
政
期
の
歴
史
資
料
を
駆
使
し
、
架
空
の
人
物
を
絡
め
つ
つ
、
大
胆
か

つ
独
創
的
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
想
す
る
と
い
う
も
の
だ
が
、
作
品
中
の
史
実
の
無
視
や
歪
曲
を
め
ぐ
っ
て
は
歴
史
家

達
に
よ
る
強
い
非
難
や
反
論
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
芸
術
的
価
値
に
関
し
て
は
文
芸
批
評
家
達
か
ら
の
酷
評
に
晒
さ
れ

る
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。
ま
た
、
当
然
日
本
で
の
知
名
度
も
低
く
、
小
説
そ
の
も
の
に
美
的
価
値
を
置
き
テ
ク
ス
ト

分
析
の
対
象
と
し
た
先
行
研
究
は
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
。

Ｂ「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」（1981

）
は
、
日
露
戦
争
を
題
材
と
し
た
四
部
作
の
一
作
で
あ
る
。
こ
の
小
説
は
、
三

部
構
成
を
と
っ
て
お
り
、
日
露
戦
争
と
ロ
シ
ア
革
命
（
十
月
革
命
）
と
い
う
二
つ
の
重
大
な
歴
史
的
事
件
を
背
景
に
、
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ロ
シ
ア
人
男
性
と
日
本
人
女
性
の
〈
恋
愛
〉
物
語
が
一
つ
の
軸
と
な
り
、
メ
ロ
ド
ラ
マ
風
な
展
開
を
見
せ
る
。
海
軍

士
官
コ
コ
フ
ツ
ェ
フ
は
、
明
治
維
新
後
の
長
崎
で
娼
婦
オ
キ
ヌ
さ
ん
と
出
会
い
男
子
を
儲
け
、
戦
争
や
革
命
下
で
別

れ
と
再
会
を
繰
り
返
す
。
革
命
後
は
造
反
分
子
と
し
て
政
府
に
追
わ
れ
、
シ
ベ
リ
ア
や
満
州
、
上
海
へ
と
逃
れ
、
最

終
的
に
行
き
着
い
た
長
崎
の
ス
ラ
ム
街
で
、
偶
然
見
つ
け
た
オ
キ
ヌ
さ
ん
と
同
棲
し
窮
乏
の
果
て
に
心
中
す
る
。

こ
の
よ
う
な
物
語
が
先
述
し
た
作
風
を
持
つ
作
者
に
よ
っ
て
描
か
れ
、
ま
た
そ
う
し
た
小
説
が
当
時
大
衆
的
人
気

を
博
し
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
、
こ
こ
で
は
こ
の
テ
ク
ス
ト
が
お
か
れ
た
歴
史
的
・
政
治
的
文
脈
を
意
識
し
つ
つ
、

「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」
か
ら
次
の
四
つ
の
問
題
を
浮
上
さ
せ
た
い
。

第
一
に
、
作
者
が
一
度
も
日
本
を
訪
れ
る
こ
と
な
く
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
地
で
、
歴
史
資
料
や
新
聞
記
事
等
の
過
去

の
累
積
情
報
及
び
当
時
流
布
し
て
い
た
二
次
的
情
報
を
手
が
か
り
に
、
想
像
上
の
〈
日
本
人
〉
を
こ
の
小
説
で
描
い

て
い
る
こ
と
か
ら
、〈
日
本
人
〉
に
関
す
る
ロ
シ
ア
の
集
合
的
記
憶
と
、
あ
る
一
定
の
汎
用
性
を
持
つ
〈
日
本
人
〉

の
タ
イ
プ
の
投
影
と
い
う
問
題
が
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ
「
お
菊
さ
ん
」
等
に
代
表
さ
れ
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
物
語
と
同
様
、
西
洋
と
東

洋
の
恋
が
常
に
宗
主
国
の
男
と
植
民
地
の
女
と
の
間
に
起
き
る
と
い
う
典
型
的
パ
タ
ー
ン
が
、
こ
の
小
説
に
お
い
て

も
、
西
洋
の
側
に
立
つ
ロ
シ
ア
人
将
校
と
東
洋
の
側
に
立
た
さ
れ
る
日
本
人
娼
婦
の
〈
恋
愛
〉
の
プ
ロ
ッ
ト
と
し
て

踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

第
三
に
、
日
露
戦
争
と
ロ
シ
ア
革
命
と
い
う
、
ア
ジ
ア
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
も
異
質
な
〈
ロ
シ
ア
〉
を
改
め
て
強

く
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
二
つ
の
歴
史
的
事
件
が
、
小
説
の
プ
ロ
ッ
ト
を
動
か
す
力
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、
こ
の
小
説
に
は
西
欧
的
な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
で
捉
え
き
れ
な
い
日
本
人
表
象
の
可
能
性
と
い
う
問
題

が
引
き
出
さ
れ
る
。
日
露
戦
争
の
敗
北
は
、
ア
ジ
ア
と
の
関
係
に
お
い
て
ロ
シ
ア
と
は
何
か
を
問
う
契
機
と
な
り
、

ま
た
ロ
シ
ア
革
命
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
に
お
い
て
ロ
シ
ア
と
は
何
か
、
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
契
機
と

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

第
四
に
、
こ
の
小
説
の
執
筆
時
期
に
、
ソ
連
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
や
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
国

際
政
治
上
の
微
妙
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
は
、
そ
の
時
点
か
ら
の
日
露
戦
争
や
ロ
シ
ア
革
命

の
歴
史
的
問
い
直
し
、
ま
た
こ
の
時
点
で
の
〈
日
本
人
〉
の
意
味
づ
け
、
さ
ら
に
そ
れ
を
受
容
な
い
し
支
持
す
る
多

く
の
読
者
の
存
在
と
い
っ
た
、
当
時
の
社
会
的
状
況
を
知
る
上
で
興
味
深
い
問
題
が
孕
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

以
上
の
四
点
を
前
提
と
し
た
上
で
、「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」
に
お
け
る
「
ム
ス
メ
」
と
「
サ
ム
ラ
イ
」
と
い
う

二
種
の
日
本
人
表
象
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｗ
・
サ
イ
ー
ド
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
芸
術
の
異
国

趣
味
的
一
思
潮
な
い
し
東
洋
学
の
用
語
で
あ
っ
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
、
十
八
世
紀
以
降
の
「
オ
リ
エ
ン
ト
を
支

ふ
え
ん

配
す
る
大
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
＝
大
西
洋
権
力
」
と
し
て
の
知
の
あ
り
方
や
言
説
へ
とⅰ
敷
衍
し
、
す
な
わ
ち
そ
れ
こ
そ
が

ス
タ
イ
ル

「
オ
リ
エ
ン
ト
を
支
配
し
再
構
成
し
威
圧
す
る
た
め
の
西
洋
の
様
式
」
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
批
判
的
に
明
ら
か
に
し

た
。
以
下
の
考
察
で
は
、
こ
う
し
た
サ
イ
ー
ド
の
言
う
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
西
欧
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
定
め

て
分
析
の
軸
と
し
、
そ
れ
と
の
共
通
性
と
差
異
か
ら
、
こ
の
小
説
の
日
本
人
表
象
を
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
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の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
一
面
を
提
示
し
た
い
。

「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」
に
お
け
る
日
本
人
表
象
は
、「
ム
ス
メ
」
と
「
サ
ム
ラ
イ
」
の
二
種
に
大
別
さ
れ
る
。
オ

キ
ヌ
さ
ん
に
代
表
さ
れ
る
「
ム
ス
メ
」
は
〈
娼
婦
〉
の
集
合
体
と
し
て
、
ま
た
「
サ
ム
ラ
イ
」
は
〈
軍
人
〉
の
集
合

体
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
小
説
の
構
成
部
分
の
う
ち
、「
ム
ス
メ
」
の
描
写
は
、
幕
末
の
開
国
後

か
ら
日
露
戦
争
の
開
戦
前
夜
ま
で
の
、
い
わ
ば
平
時
に
当
た
る
第
一
部
に
集
中
し
て
お
り
、
一
方
「
サ
ム
ラ
イ
」
の

記
述
は
、
日
露
戦
中
お
よ
び
そ
の
直
後
と
い
う
、
戦
時
を
中
心
に
扱
う
第
二
部
に
よ
り
多
く
見
ら
れ
る
特
徴
が
あ
る
。

こ
の
小
説
に
は
、「
ム
ス
メ
」
は
、
主
に
三
つ
の
特
徴
を
持
つ
も
の
と
し
て
現
れ
る
。
第
一
に
、「
彼
の
と
て
も
小

さ
く
て
か
わ
い
ら
し
い
ミ
ツ
ミ
ツ
は
（
中
略
）
生
の
塩
鮭
を
数
切
れ
盛
り
つ
け
た
小
皿
を
客
の
方
に
す
す
め
る
と
、

彼
女
は
後
ず
さ
り
し
て
部
屋
の
片
隅
に
正
座
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
外
見
や
小
道
具
に
よ
っ
て
そ
の
小
さ
さ
が
強

調
さ
れ
る
。
第
二
に
、
ひ
た
す
ら
〈
自
然
〉
に
近
い
地
点
に
置
か
れ
、
第
三
に
神
秘
的
な
〈
美
〉
と
し
て
理
想
化
さ

れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
例
え
ば
、「
女
は
、
平
盆
の
上
に
、
花
と
果
物
を
並
べ
て
、
美
的
セ
ン
ス
に
満
ち
た
み
ご
と
な

静
物
画
を
作
っ
て
み
せ
、
そ
こ
に
米
粒
を
ふ
り
か
け
た
。
こ
の
絵
の
背
景
は
、
空
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
女
は
、
月
光

に
顔
を
向
け
て
お
座
り
く
だ
さ
い
と
コ
コ
フ
ツ
ェ
フ
に
言
っ
た
。
そ
れ
で
、
彼
は
と
て
も
不
思
議
な
胸
の
と
き
め
き

を
覚
え
る
の
だ
っ
た
。
女
、
月
、
静
寂
、
永
遠
…
…
」
と
い
う
形
で
表
れ
る
。
さ
ら
に
、
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
場
合
、
こ

の
よ
う
な
特
徴
に
加
え
、
コ
コ
フ
ツ
ェ
フ
を
誘
惑
し
、
最
終
的
に
は
無
理
や
り
死
の
世
界
に
引
き
ず
り
こ
む
、〈
宿

命
の
女
〉
と
し
て
の
筋
立
て
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」
で
は
、「
ム
ス
メ
」
が
、
西
欧
近
代
の
ロ
マ
ン
テ
イ
シ
ズ
ム
と
エ
ロ
テ
ィ

シ
ズ
ム
の
重
な
り
合
う
地
平
に
、
過
度
に

1

よ
う
に
し
て
形
作
ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

は
、
十
九
世
紀
末
ロ
シ
ア
象
徴
派
を
中
心
に
持
て
囃
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
経
由
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
系
譜
に
つ
な
が
る

も
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
が
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
は
、「
民
族
精
神
を

よ
り
反
映
す
る
の
は
男
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
女
だ
ろ
う
か
？

日
本
の
民
族
精
神
を
映
し
出
す
鏡
が
女
な
ら
ば
、

僕
は
あ
の
国
と
戦
う
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
に
」
と
い
う
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
日
本
大
使
館
で
の
宴
席
で
、
日
本
の
屏

風
等
の
調
度
品
に
目
を
や
り
つ
つ
発
せ
ら
れ
た
コ
コ
フ
ツ
ェ
フ
の
言
葉
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
ロ
シ
ア
の
民
族
精
神
は
不
問
の
ま
ま
、
優
位
な
立
場
か
ら
「
日
本
の
民
族
精
神
」
を
「
女
」
と
し
て
幻

想
し
た
い
と
い
う
、
西
洋
が
東
洋
に
課
し
続
け
た
東
洋
に
対
す
る
女
性
化
の
欲
望
の
典
型
的
な
表
れ
と
し
て
読
め
る
。

こ
の
小
説
の
中
で
「
ム
ス
メ
」
た
ち
が
日
露
戦
争
を
境
に
姿
を
消
す
こ
と
も
、
そ
う
し
た
幻
想
へ
の
欲
望
の

2

と
見
な
す
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
意
味
で
、「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」
は
、「
ム
ス
メ
」
に

焦
点
を
当
て
た
場
合
、
西
欧
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
の
共
通
要
素
を
持
つ
と
い
え
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
無
意
識
的

な
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
言
説
に
こ
そ
、
そ
れ
が
内
面
化
さ
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

「
サ
ム
ラ
イ
」
は
、
数
名
の
特
定
人
物
を
除
き
、
全
く
個
人
の
人
格
が
欠
如
し
た
単
な
る
軍
人
の
集
合
体
と
し
て

語
ら
れ
、
基
本
的
に
は
異
質
な
も
の
に
向
け
ら
れ
る
嫌
悪
と
蔑
視
の
表
象
と
な
っ
て
い
る
点
で
、「
ム
ス
メ
」
の
場

合
と
は
大
き
く
異
な
る
。
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例
え
ば
、
嫌
悪
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
礼
儀
正
し
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
外
交
は
、ⅱ
野
放
図
な
ま
で
の
厚
か
ま
し
い
外
交

を
サ
ム
ラ
イ
た
ち
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
無
分
別
の
強
調
と
な
っ
て
表
れ
る
。
ま
た
、
蔑
視
は
、「
歯

を
む
き
出
し
た
サ
ム
ラ
イ
の
顔
は
、
い
っ
そ
う
お
ぞ
ま
し
く
な
る
一
方
だ
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
獰
猛
な
〈
動

え
ん
び
ふ
く

物
〉
へ
の
イ
メ
ー
ジ
化
や
、「
彼
ら
﹇
引
用
者
注
…
サ
ム
ラ
イ
﹈
は
二
人
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
燕
尾
服
と
シ
ル
ク

ハ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
た
。
サ
ム
ラ
イ
た
ち
は
、
入
口
で
自
分
の
靴
を
置
き
、
白
い
足
袋
を
愚
か
な
様
子
で
見
つ
め

て
い
た
」
と
い
う
よ
う
な
、
表
面
上
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
な
り
す
ま
そ
う
と
し
て
も
見
え
透
い
て
い
る
愚
か
さ
の
比
喩

と
い
う
形
で
、
大
き
く
二
種
に
振
り
分
け
ら
れ
る
。

た
だ
、
こ
の
小
説
で
は
、
こ
う
し
た
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
言
説
に
典
型
的
な
修
辞
の
反
復
が
見
ら
れ
る
一
方

で
、Ｃ
サ
ム
ラ
イ
表
象
に
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
点
で
特
徴
的
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
だ
が
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
イ
は
、
ど
う
せ
サ
ム
ラ
イ
た
ち
は
こ
ち
ら
が
満
足
で
き
る
よ
う
な
も
の
は
何
も
見
せ
な
い
だ
ろ
う

と
、
年
寄
り
め
い
た
愚
痴
を
こ
ぼ
し
た
。（
中
略
）
彼
ら
は
、
ロ
シ
ア
人
に
隠
す
も
の
は
何
一
つ
な
い
と
誓
い
な
が

ら
、
機
密
の
も
の
を
見
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
そ
れ
を
隠
そ
う
と
す
る
の
だ
っ
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
善
良
な
ロ
シ

ア
人
を
騙
す
狡
猾
な
謀
略
家
と
し
て
の
日
本
人
表
象
を
巧
み
に
滑
り
込
ま
せ
る
仕
掛
け
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ

に
は
、
西
洋
に
支
配
さ
れ
る
べ
き
東
洋
で
あ
る
は
ず
の
日
本
の
不
可
解
な
〈
反
抗
〉
に
対
す
る
嫌
悪
が
見
出
せ
る
。

こ
う
し
た
謀
略
面
の
強
調
は
、
所
謂
西
欧
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
日
本
人
表
象
と
は
ま
た
異
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
モ
チ
ー
フ
の
再
三
の
繰
り
返
し
が
日
露
戦
争
の
開
戦
前
後
の
場
面
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
れ
ば
、

日
露
戦
争
の
敗
北
に
よ
り
ロ
シ
ア
で
〈
日
本
＝
支
配
さ
れ
る
べ
き
ア
ジ
ア
〉
の
図
式
が
成
立
し
得
な
く
な
っ
た
と
い

う
事
情
が
、
そ
の
よ
う
に
サ
ム
ラ
イ
表
象
を
屈
折
さ
せ
て
い
く
一
因
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
サ
ム
ラ
イ
」
は
、
西
欧
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
内
面
化
す
る
よ
う
に
し
て
典
型
的
な
形
で
表

れ
た
「
ム
ス
メ
」
と
は
異
な
り
、
単
純
な
野
蛮
さ
だ
け
で
は
な
く
狡
猾
さ
と
い
う
負
の
〈
文
明
〉
性
を
も
孕
む
両
義

的
な
表
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
異
質
な
他
者
へ
の
嫌
悪
と
蔑
視
と
い
う
形
で
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
内

面
化
し
つ
つ
も
、
日
露
戦
争
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、
そ
れ
が
否
定
的
な
〈
文
明
〉
性
と
い
う
方
向
に
屈
折
化
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
、
ロ
シ
ア
の
日
本
人
に
関
す
る
集
合
的
記
憶
の
基
層
の
一
端
を
物
語
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
先
述
の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
屈
折
化
に
関
連
し
、
東
洋
学
者
に
よ
る
東
洋
の
表
象
が
東
洋
に
対
す
る

西
洋
の
帝
国
主
義
的
侵
略
と
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
と
い
う
点
に
照
準
を
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
は
、
西

欧
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
人
表
象
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
文
脈
と
は
別
のＤ
新
た
な
文
脈

の
挿
入
が
見
ら
れ
る
。

例
え
ば
、「
ド
イ
ツ
参
謀
本
部
の
将
校
た
ち
は
、
サ
ム
ラ
イ
の
陸
軍
を
ス
パ
ル
タ
式
に
鍛
え
上
げ
、
イ
ギ
リ
ス
海

軍
の
将
校
た
ち
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
海
域
で
日
本
艦
隊
を
訓
練
し
て
い
た
」
と
い
う
よ
う
に
、
謀
略
に
長
け
た

「
サ
ム
ラ
イ
」
を
「
訓
練
」
し
そ
の
背
後
で
操
っ
て
い
る
の
は
他
な
ら
ぬ
ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
等
西
欧
列
強
諸
国
と

い
う
構
図
が
示
さ
れ
、〈
日
本
人
〉
の
負
の
〈
文
明
〉
性
は
〈
日
本
人
〉
自
ら
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
と
い
う
論
理

へ
と
移
行
し
て
い
く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
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ま
た
、
大
火
事
に
包
ま
れ
た
日
本
の
町
を
見
た
ロ
シ
ア
艦
長
が
「
貧
し
い
日
本
人
達
が
か
わ
い
そ
う
だ
…
…
何
と

か
し
て
助
け
て
や
れ
な
い
も
の
か
」
と
部
下
達
を
連
れ
火
事
場
に
赴
き
、「
日
本
人
は
歓
喜
の
叫
び
声
を
上
げ
て
ロ

シ
ア
人
を
迎
え
た
」
と
い
う
場
面
で
は
、「
ロ
シ
ア
人
」
の
慈
悲
深
さ
が
「
サ
ム
ラ
イ
」
の
み
な
ら
ず
貧
し
く
哀
れ

な
「
日
本
人
」
全
体
に
波
及
す
る
可
能
性
が
強
調
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
黄
色
人
種
と
い
う
理
由
で
日
本
軍
人
が
上
海
の
イ
ギ
リ
ス
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
外
へ
叩
き
出
さ
れ
た
話
を

聞
い
た
コ
コ
フ
ツ
ェ
フ
が
発
す
る
「
こ
こ
で
は
、
外
へ
つ
ま
み
出
さ
れ
た
り
な
ん
か
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
も

し
君
が
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
ら
、
支
え
て
く
れ
る
く
ら
い
だ
。
ほ
ん
と
う
に
、
ロ
シ
ア
人
は
ね
、
ど
ん
な
皮
膚
の
色

で
あ
っ
て
も
、
人
間
さ
え
よ
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
気
に
し
な
い
の
だ
か
ら
ね
」
と
い
う
〈
友
愛
〉
の
言
葉
は
、
そ
の

対
象
を
「
日
本
人
」
か
ら
「
人
種
」
へ
と
す
り
替
え
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
差
異
の
強
調
に
よ
り
、
欧
米
帝
国
主
義
の
犠

牲
者
で
あ
る
ア
ジ
ア
に
対
す
る
同
情
の
身
振
り
を
表
す
。

嫌
悪
か
ら
〈
友
愛
〉
へ
の
状
況
に
応
じ
た
巧
み
な
ま
な
ざ
し
の
変
化
や
、「
サ
ム
ラ
イ
」
か
ら
「
日
本
人
」
へ
、

「
日
本
人
」
か
ら
ア
ジ
ア
へ
と
い
う
同
情
の
対
象
の
拡
大
は
、
ア
ジ
ア
を
欧
米
諸
国
の
植
民
地
状
態
か
ら
救
出
で
き

る
の
は
ロ
シ
ア
を
お
い
て
他
に
な
い
と
い
う
、
屈
折
し
た
建
前
上
の
民
族
解
放
の
論
理
を
、
異
民
族
支
配
の
論
理
へ

と
容
易
に
展
開
で
き
る
よ
う
準
備
さ
れ
た
物
語
と
し
て
読
め
る
。

こ
う
し
た
支
配
の
正
当
化
の
論
理
が
用
意
さ
れ
る
背
景
に
は
、
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
は
破
綻
し
た
ロ
シ
ア
の

西
欧
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
新
た
な
論
理
の
要
請
が
こ
の
物
語
の
設
定
時
期
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
や
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
の
領
土
的
緊
張
関
係
や
対
米
関
係
の
悪

化
と
い
う
、
小
説
執
筆
時
の
ロ
シ
ア
を
取
り
巻
い
て
い
た
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
北
方
領
土

こ
う

を
め
ぐ
る
日
ソ
関
係
の
緊
張
のⅲ
膠
着
化
、
ま
た
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
に
よ
る
西
側
諸
国
の
強
い
反
発

（
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
）
と
い
う
状
況
下
で
、
ロ
シ
ア
に
西
側
諸
国
と
は
異
な
る
独
自
の
ア

ジ
ア
支
配
の
論
理
を
求
め
る
土
壌
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
小
説
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
こ
と
の
背
景
の

一
端
も
理
解
で
き
よ
う
。

「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」
の
テ
ク
ス
ト
に
西
欧
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
述
べ

た
通
り
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
こ
に
は
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
東
洋
支
配
の
論
理
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
う
し
た
二
重

の
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム

〈
ロ
シ
ア
的
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
〉
と
も
い
う
べ
き
支
配
の
言
説
が
、
日
本
人
表
象

を
さ
ら
に
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
溝
渕
園
子
『〈
翻
訳
〉
の
文
学
誌
』
一
部
改
変
）

―
14
―



問
一

二
重
傍
線
部
ⅰ
〜
ⅲ
の
言
葉
の
本
文
中
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
選
び
な
さ
い
。

ふ
え
ん

ⅰ

敷
衍
す
る

ⅱ

野
放
図

ア

封
じ
込
め
る

ア

人
を
人
と
思
わ
な
い
横
柄
な
態
度

イ

捻
じ
曲
げ
る

イ

興
味
本
位
で
騒
い
で
ま
わ
る
態
度

ウ

置
き
変
え
る

ウ

身
分
不
相
応
な
望
み
を
持
つ
態
度

エ

押
し
広
げ
る

エ

何
の
変
哲
も
な
い
実
務
的
な
態
度

こ
う

ⅲ

膠
着
化

ア

し
だ
い
に
落
ち
着
い
て
静
か
に
な
る
こ
と

イ

あ
る
状
態
に
固
定
し
て
変
化
し
な
い
こ
と

ウ

対
立
が
激
化
し
て
紛
争
状
態
に
陥
る
こ
と

エ

懸
案
で
あ
っ
た
問
題
に
決
着
が
つ
く
こ
と

問
二

空
欄

1

・

2

に
入
る
最
も
適
切
な
言
葉
を
、
次
の
ア
〜
エ
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
び

な
さ
い
。

わ
い

1

ア

軽
視
さ
れ
矮
小
化
さ
れ
る

2

ア

宿
命
あ
る
い
は
必
然

イ

侮
辱
さ
れ
等
閑
視
さ
れ
る

イ

変
化
あ
る
い
は
挫
折

ウ

美
化
さ
れ
理
想
化
さ
れ
る

ウ

拡
大
あ
る
い
は
補
強

エ

敬
慕
さ
れ
神
聖
視
さ
れ
る

エ

放
棄
あ
る
い
は
解
放

問
三

次
の
文
は
、
本
文
中
の
い
ず
れ
か
の
段
落
の
末
尾
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
入
る
べ
き
箇
所
の
直
前

の
五
文
字
を
抜
き
出
し
な
さ
い
。

だ
が
、
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
一
方
的
に
〈
ロ
シ
ア
〉
側
か
ら
の
ま
な
ざ
し
を
受
け
る
客
体
と
し
て
描
か

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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問
四

傍
線
部
Ａ
「
ヴ
ァ
レ
ン
チ
ン
・
サ
ー
ヴ
ィ
チ
・
ピ
ー
ク
リ
」
の
評
価
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
ア
〜
オ
の
う
ち

か
ら
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

ア

戦
争
物
や
冒
険
物
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
の
一
時
代
を
築
い
た
が
、
西
洋
諸
国
か
ら
は
蔑
視
さ
れ

続
け
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

イ

そ
の
芸
術
的
価
値
に
関
す
る
評
価
は
決
し
て
高
く
は
な
い
た
め
、
ロ
シ
ア
で
の
知
名
度
は
低
く
、
先
行
研

究
は
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い
。

ウ

保
守
派
の
歴
史
小
説
家
で
あ
っ
た
た
め
強
い
非
難
や
反
論
が
提
出
さ
れ
た
が
、
八
〇
年
代
に
な
る
と
世
界

的
な
ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
。

エ

日
本
人
を
、
非
人
間
的
な
風
貌
と
劣
っ
た
文
化
を
持
つ
野
蛮
人
と
し
て
描
い
た
た
め
、
文
芸
批
評
家
達
か

ら
の
酷
評
に
晒
さ
れ
た
。

オ

自
ら
発
掘
し
た
歴
史
資
料
を
駆
使
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
想
す
る
作
風
で
読
者
を
獲
得
し
た
が
、
史
実
の

無
視
や
歪
曲
が
指
摘
さ
れ
た
。

問
五

傍
線
部
Ｂ
「「
オ
キ
ヌ
さ
ん
の
物
語
」」
に
つ
い
て
述
べ
た
次
の
ア
〜
オ
の
う
ち
か
ら
、
最
も
適
切
な
も
の
を

選
び
な
さ
い
。

ア

こ
の
小
説
は
、
宗
主
国
の
男
と
植
民
地
の
女
の
間
に
起
こ
る
恋
愛
を
描
い
た
ピ
エ
ー
ル
・
ロ
チ
「
お
菊
さ

ひ
ょ
う
せ
つ

ん
」
の
プ
ロ
ッ
ト
を
剽
窃
し
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

イ

こ
の
小
説
に
は
日
露
戦
争
と
ロ
シ
ア
革
命
と
い
う
歴
史
的
事
件
が
描
か
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
特
有
の
オ
リ

エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
よ
る
日
本
人
表
象
が
認
め
ら
れ
る
。

ウ

日
本
人
娼
婦
と
恋
愛
す
る
ロ
シ
ア
人
を
描
い
た
こ
の
小
説
は
、
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
に
お
い

て
ロ
シ
ア
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
る
契
機
と
な
っ
た
。

エ

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
や
モ
ス
ク
ワ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
当
時
の
ソ
連
の
社
会
状
況
に
よ
り
、
こ
の

小
説
の
執
筆
は
国
際
政
治
上
の
微
妙
な
問
題
と
な
っ
た
。

オ

作
者
は
一
度
も
日
本
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
こ
の
小
説
に
描
か
れ
た
想
像
上
の
〈
日
本
人
〉

そ

ご

は
ロ
シ
ア
の
集
合
的
記
憶
と
の
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
。

問
六

傍
線
部
Ｃ
「
サ
ム
ラ
イ
表
象
に
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、「
も
う
一
つ

の
意
味
」
に
相
当
す
る
言
葉
を
、
本
文
中
か
ら
七
文
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

問
七

傍
線
部
Ｄ
「
新
た
な
文
脈
の
挿
入
が
見
ら
れ
る
」
と
あ
る
が
、「
新
た
な
文
脈
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

指
し
て
い
る
か
。
本
文
中
の
言
葉
を
用
い
て
五
十
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。
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